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日本語力の異なる児童が共に学び合う教室づくり 

―学びのためのコミュニケーション力を育む― 

小池愛 

 

第１章 問題の所在 

 日本語力の低い児童､日本語に初めて接する児童が､在籍学級において日本語力の不足に

よる｢学力不振｣に陥っていることは､近年大きな問題として取り上げられている(高橋･バ

イパエ 1996)｡特に､言語負担の大きい国語教育での学習達成は困難を極める｡しかしなが

ら､｢一斉共同体主義｣に陥っている学校や教師は､在籍学級で友人の獲得ができないこと､

学習が達成できないことを､児童個人の性格や才能や努力における｢個人差｣であるとして

当該児童に対して有益な支援を行っていない(児島 2001､2002)｡ 

 学校において一番多くの時間を過ごすのは在籍学級である｡本来はその在籍学級におい

ても学びを分断しないための適切な指導体制が必要なのである｡そして日本語力の低い児

童の学びを在籍学級において伸長していくことは､日本語力の高い児童の学びの伸長にも

繋がるはずである｡｢個人差｣を認め､それを児童らの学びに生かしていく教室をつくること

が重要なのである｡その上で､取り出し指導や日本語教室との他を認め合った有機的な連携

を組んだ指導体制を構築していくべきである｡本論は､日本語力の異なる児童が共に学び合

う教室をつくるために､児童らにコミュニケーション力をつけることが不可欠であると考

え､実践を通して支援の具体策を明らかにするものである｡ 

 

第２章 先行研究 

 日本語力の異なる児童が共に学び合う教室をつくるにあたって､まず日本語力の低い児

童が置かれている学習環境を､取り出し指導､在籍学級との連携による指導､在籍学級での

取り組みに分類して､その問題点を明らかにする｡ 

 取り出し指導は､国語教育との連携を図った光元(1998)の実践と､同じく国語教育の達成

のために児童の母語を併用して指導を行った清田(2001)の実践を分析対象とした｡両者の

研究は､日本語教育と国語教育の連携を求めることは､日本語力の低い児童が自己の思考力

や想像力を高めるために必要なことであり､また､在籍学級において学習達成するために不

可欠であることを示唆するものである｡しかしながら､教材や授業進度を在籍学級と同様に

することで在籍学級での授業への参加を促すものであり､在籍学級における授業の変革を
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求めるものではない､一方通行的な連携に留まっている｡ 

 在籍学級と日本語教室の連携による指導では､日本人児童との友好的な交友関係を構築

することで､外国人児童の情緒安定と学力向上を目指した矢﨑(2004)の指導と､｢外国につ

ながる児童｣が多く在籍する A小学校における高橋理恵教諭の実践(2004)を扱った｡ 

 矢﨑(2004)が､外国人児童の情緒安定のみならず学力向上していくことを教科学習だけ

でなく､児童同士の交友関係に求めたことは､日本語教室の周縁化脱却のためにも有意義な

ことであった｡しかしながら､友好関係を築くためのソーシャルスキルの学習項目選定には､

日本人児童への同化を促すことにならないかといった疑問を呈するものである｡高橋理恵

教諭の行った方法は､日本語教室の担当教師が在籍学級においても授業を行い､日本語教室

通級児童の学びを多角的に観察していこうとしたものである｡そこには日本語教室からの

一方的な連携を越え､在籍学級を巻き込んだ連携が存在する｡ 

 在籍学級における指導では､日本語を第一言語とする児童､第ニ言語とする児童双方の育

ちに結びつく支援が必要であるとした福山(2003)の論考を扱った｡多文化理解に対する教

師の肯定的な構えが教室内に親和的環境を生み出し､加えて言語的不利益を軽減する指導

法と､同化圧力に結びつかない主体的関わりの機会の提供によって､両者の育ちが期待され

るという｡しかし､多文化教育に関しての議論がないこと､言語的不利益を軽減する指導の

詳細がないことなどから､双方の育ちを期待する教室をつくるには､まずそのための理論研

究を行う必要がある｡ 

 以上の先行研究分析より､在籍学級での学習に対して児童の学びとは如何なるものかを

まず捉え直し､児童の学びのためには教師がいかなる支援をしていくことが必要であるか

を検討する必要があることが明らかとなった｡その上で､言語教育としての国語教育とコミ

ュニケーション力育成が如何なる関わりを持っているのか､またどのように関わるべきな

のかを議論することが重要である｡ 

 

第３章 理論研究 

 第３章では､理論研究として､学びとは何か､共に学び合う環境をつくるためには教師が

如何なる支援をすべきか､コミュニケーション力と国語教育の関わりはどのようにあるべ

きかを述べる｡ 

 学びとは何かを検討するために､ヴィゴツキー(1935[2003])の｢最近接発達領域｣の考え

方を応用した｡｢最近接発達領域｣とは､｢大人の指導や援助のもとで可能な問題解決の水準
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と､自主的活動において可能な問題解決の水準とのあいだのくいちがい｣(ヴィゴツキー､

1935[2003]:p.18)である｡しかしながら､子どもの発達を促進し支えていく力となるものは

必ずしも大人とは限らず(佐藤､1999)､有益な相互作用を及ぼす周囲の子どもの存在も非常

に重要である｡では､他者との有益な相互作用によって自己の最近接発達領域を拡大させ得

る場はどこにあるのだろうか｡ 

 レイブとウェンガー(1991[1993］)は､学習とは社会的実践共同体への参加であるとする

｢正統的周辺参加論｣を提唱している｡実践共同体に参加し､十全的参加者となっていく過程

においてアイデンティティが生まれ､共同体の変容に関わっていくことがすなわち学習な

のである｡実践共同体に参加するためには､そこへのアクセスが許されねばならない｡佐伯

(1996)は､人は誰しも｢見えないコミュニティ｣を背負っているとし､コミュニティとコミュ

ニティが重なり合うなかで､新しいコミュニティへ参加しているという｡そうした参加には､

一方から他方への｢境界越え｣が起きている｡｢境界越え｣とは実践共同体へのアクセスが可

能であることを指すが､もしそこに何らかの｢ツイタテ｣があれば､｢境界越え｣は成立しない｡

従って学びや､共同体の再編や変革も起きることはないのである｡ 

 これらの知見をもとに本論では学習を､｢実践共同体へ参加することで､自分とは異なっ

た考えや､見方､経験を持った個人と出会い､さまざまな相互作用を通して､実践共同体にお

ける参加者として互いを認め合い､さらにより良い共同体を作ろうとしていくことであり､

その中で自己を築いていくこと｣であると定義した｡ 

 共同体への参加には､｢ツイタテ｣を崩壊させる支援が不可欠である｡そのためには､｢すべ

ての生徒がより民主的な価値観､信念､また文化を超えて機能するために必要な知識､スキ

ル､態度を育てられるように支援すること｣(バンクス 1999 ) を目的とした多文化教育の理

念が応用でき得る｡多文化教育における｢公正な教育方法｣とは教師が社会的不利益を被る

立場にいるマイノリティ生徒に対して学習環境を整備する活動を意味している(額賀

2003b)｡環境を整えるには､物理的､文化的､関係的資源を当該児童に再分配することが必

要であり､それによって児童が個々の｢ツイタテ｣を越えることができるのではないか｡ 

 学びの環境を整えた上で､学びの共同体へと参加するには､児童間の相互作用を活性化さ

せるためのコミュニケーション力を育成していかねばならない｡甲斐(1998)は､国際化､情

報化などの時代の流れに視点を据えると国語教育においては､他教科との連携や日本語教

育を必要とする児童の受け入れを視野に入れることなどが必要であると述べている｡日本

語力の低い児童の増加は､｢伝え合う力｣として国語教育においてコミュニケーション力の
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育成が重要視されてきた一端を担っているのである｡国語教育がコミュニケーション力の

育成を重要視しているのであれば､日本語力の異なる児童が在籍する教室において､学びの

共同体を形成するにあたり､それを利用して､児童らのコミュニケーション力を伸長してい

くことは可能であろう｡本論では､コミュニケーション力を､｢伝達｣力と｢受容｣力さらには

共同体におけるアイデンティティの確立､つまり十全的参加者になるための｢思考力｣であ

ると捉え､整えられた環境の元で力の伸長を図っていくこととする｡ 

 

第４章 実践の方法と児童の実態 

 本研究における実践の対象は､外国人学校の小学部第２学年児童２９名である｡ほぼ全て

の児童が日本語を第一言語としており､｢日本語｣の授業は学習指導要領(国語)に示された

目標を遂行することを求められている｡２９名のうち４名は日本語力の低い児童(Aくん､B

さん､C くん､D さん)である｡従って､先行研究にあげた国内の小学校と同様に､日本語力の

異なる児童が共に学び合う教室をつくる必要があるのである｡ 

 実践期間は､２００４年４月９日から２００４年１１月１２日までの全８２回である｡筆

者自身は､教室を運営する教師として関わった｡児童の実態把握と実践の分析は､筆者が授

業後に記録したノート､授業中の会話の録音､児童が作成したプリントやノート､校長や担

任教師の話を元にしている｡ 

 ４名の日本語力の低い児童は､言語環境､日本語使用域などにおいて様々な様相を呈して

おり､それぞれが必要としている支援がある｡A くんには､他児童間で話される日本語を聞

いたり見たりする機会を増やしていくことが必要である｡Bさんには､教師―児童という関

係だけでなく児童―児童の関係を含んだ活動により､日本語を活用する機会を与えなけれ

ばならない｡C くんは､少ししかわからなくてもやってみようという気持ちが強いので､理

解の鍵となる語彙や文を明示することで文章理解がスムーズになと考えられる｡Dさんは､

自分の考えを伝えるという活動を好むため､相互作用を生み出す活動によって他者の言葉

を理解し自己の思考を深め､表現していく力をつけていくことができるであろう｡ 

 日本語力の低い児童の実態から得られたこれらの支援の方向性､相互作用を伴う活動を

取り入れることや言語に焦点を当てた支援などは､日本語力の高い児童にとっても､その学

びの伸長に有効な手段となり得ると考え､実践を展開していくこととする｡ 
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第５章 実践の分析 

 第５章においては､日本語力の低い児童４名と､教室全体が持つ｢ツイタテ｣と､それを越

える｢動機｣となった出来事を追うことによって､彼らが共同体に参加していく過程をそれ

ぞれ記述した｡ 

 

第６章 共に学び合う教室をつくる―考察とまとめ― 

 第５章の実践の記述より､日本語力の低い児童と高い児童それぞれが抱く｢ツイタテ｣が

示された｡A くんのツイタテは､｢日本語力の低さ｣(①)であり､それに起因する｢関係づくり

に対する受身の姿勢｣(②)であった｡また､B さんは､｢表現すること､伝えることに消極的な

態度｣(③)が共同体への参加を拒んでいた｡C くんの｢ツイタテ｣は､｢学びへの意欲の低さ｣

(④)と､｢考える力の低さ｣(⑤)であった｡そして､Dさんには｢表現する場の不足｣(⑥)が｢ツイ

タテ｣として存在していた｡日本語力の高い児童の｢ツイタテ｣となっていたのは､評価され

るという権力のある｢教師の言葉を受け取ることが正しいとする意識｣(⑦)であり､それに

よって｢考える力の低さ｣(⑤)も障害となっていたのである｡ 

 これらの｢ツイタテ｣を越えるに至った動機は、｢環境の設定｣｢活動の設定｣｢日本語力の低

い児童を見据えた教師の言語支援｣｢児童間相互作用｣に分類される｡まず､｢環境の設定｣が

生み出した動機があり､環境の設定に基づいた相互作用を伴う活動によって｢児童間の相互

作用｣に影響された動機が生まれていた｡さらに､教室に共同体を育む場としての環境が設

定され､それに伴う児童間の相互作用が活発化するための表現することの｢活動の設定｣が

重要な動機となり働いていた｡それと共に､｢日本語力の低い児童を見据えた教師の言語支

援｣は､児童間の相互作用場面におけるコミュニケーション力育成に対して有効に働いてい

ており､｢ツイタテ｣を越える手段となっていたのである｡ 

 これらの｢ツイタテ｣を越える動機と教師は密接な関わりを持っていた｡環境を設定する

ことにおいては､｢文化的資源｣と｢関係的資源｣を分配しており､活動の設定においては､関

係的資源を分配していた｡さらに日本語力の低い児童を見据えた言語支援では､物理的資源

を主に分配していることが示された｡しかしながら､｢ツイタテ｣を越える動機となったのは、

教師によるものだけではない｡児童間の相互作用を通して､児童自らが相手に対して物理的

資源や､文化的資源､関係的資源を分配していたことが明らかになったのである｡すなわち､

学びの場となる共同体形成に関しては､児童らの相互作用があることが重要なのである｡ 

 このような動機を考察したことから､共同体におけるコミュニケーション力､すなわち学
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びのためのコミュニケーション力は､｢環境｣｢活動｣とさらに｢日本語力の低い児童を見据え

た言語支援｣が行われる｢児童間相互作用｣と深い関わりを示していることが明らかになっ

た｡｢環境｣を整えることに関しては､｢他者｣を意識することがコミュニケーション力を育む

準備として関連しており､整えられた｢環境｣において展開される｢活動｣｢児童間相互作用｣

では､他者への表現､他者からの受け取り､自己の考えを深めていくというコミュニケーシ

ョン力が育成されていた｡そしてそのようなコミュニケーション力が育まれる過程におい

ては｢日本語力の低い児童を見据えた言語支援｣が有効な手立てとなっていたのである｡ 

 

 研究の結果から､日本語力の低い児童は彼らの｢ツイタテ｣を越え､学びを伸長していくと

ともに､共同体における一員として他者に認められていくことが示された｡彼ら自身が第ニ

言語である日本語を自己を表現する手段として用い､共同体の活動に参加していったので

ある｡また､日本語力の低い児童が共同体に参加したことは､日本語力の高い児童の学びに

も好影響を及ぼした｡それは､活動の理解の深まりであったり､表現する力や受け取る力､考

える力の育成にも寄与していた｡｢自分とは違った考えや､見方､経験を持った｣他者と共に

学び合う教室をつくる意義はここにあるのである｡ 
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